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朝長 弘美
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1



◆人口 61,294 人

◆面積 52.71 k㎡

◆平成17(2004)年1月
福間町と津屋崎町が合併

◆１５未満人口 ９，０８７人

（１４．８％）

◆６５歳以上人口 １７，０７３人

（２７．９％）

◆７５歳以上人口 ８，０５３人

（１３．１％）

◆要介護認定者数 ２，５７３人

（１５．０％）

福岡県 福津市 （平成28年７月末現在）

2◆介護保険料 5,250円

市役所の体制 高齢者サービス課（１３名）
介護保険係（７名）・・・認定、賦課、給付、地域密着型など
高齢者福祉係（６名）・・・介護予防、認知症、生活支援体制

整備事業など

地域包括支援センターの体制 委託型市内１か所（１６名）
センター長 保健師等（３名） ケアマネジャー（５名）

主任ケアマネ（３名） 事務職（１名）
社会福祉士（３名）

北九州市

福岡市

福 津 市
山 口 県

福 岡 県



◆第７期高齢者福祉計画・第６期介護保険事業計画

・重点取組事項

①地域包括支援センターの強化

②地域ケア会議の推進

③在宅医療・介護連携の推進

④認知症施策の推進

⑤生活支援・介護予防サービスの基盤整備の推進

⑥高齢者の居住安定に係る施策との連携

・新しい介護予防・日常生活支援総合事業

事業全体の動きを見える化するロードマップ（別紙１）
事業構成（別紙２）、予算の新旧対照表（別紙３）の作成
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事業計画スケジュールの組み換え



１．マイナス報酬改定後の給付実績が基礎となる

平成28年度、29年度移行よりも予算的な恩恵が大きい

２．平成27年度最終月、また現行基準相当サービスのみの移行と

なるため、コストや職員の事務負担が少ない。

また予算の組み替えも発生しない。

３．現行基準相当のサービスのみの移行は

市民に対して混乱が少ない。

４．要介護等認定期間延長、基本チェックリストの活用により

認定にかかる費用、一般会計からの繰り出し金も抑えることが

できる。

５．多様な主体、担い手におけるサービス（地域資源）が

創出できるまでには時間とコストがかかる。
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平成28年3月、総合事業に移行した理由・結果



◆『福津市における地域支援事業勉強会』 5月26日(火)

行政/議会/郷づくり推進協議会/社協/包括/シルバー人材センター

◆『竹田市』 7月18日(土) ／『佐賀市』 7月27日(月)

行政/社協/郷づくり推進協議会

◆『介護保険制度改正と新しい地域支援事業学習会in 福津』 8月30日(日)

行政/議会/郷づくり推進協議会/民生・児童委員/社協/包括/

シルバー人材センター
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フォーラム開催と参加 （平成27年度）
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暮らしのサポートセンター サンクス 2016.7.19オープン

寄り合い場

集いの広場

お困りごと支援

■開館日 火、木、土曜日 ■時間 １０：００～１７：００
★上記以外の日時でもOKです。＊＊までご連絡ください。
くらしのサポートセンター連絡先 ☎＊＊＊-＊＊＊-＊＊＊＊
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暮らしのサポートセンター サンクス概要



１．協議体と生活支援コーディネーターの活動を

市はどのように支援するか

２．多様なサービスが創出できるまでの間

Ａ型サービスをどうするか

３．地域リハビリテーション活動支援事業と

Ｃ型サービスの枠組みをどうするか

４．Ｃ型サービスが軌道にのったら

現行基準サービスの必要性があるのか

５．サービス事業所のスキルアップを

どのようにバックアップしていくか

６．担当課を超える課題に、他部署とどのように連携を図っていくか

７．介護支援専門員の予防・介護給付へ依存した

マネジメントからの脱却がどうしたらできるか 8

現時点での福津市における課題とこれから


